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βネ赤十手鐙脚  

新採血基準移行への準備について（改訂版）  

20す¢．¢J．††  

β才赤十字社血潮   

平成20年度に「献血推進のあり方に関する検討会」が設置され、今後の献血の推進方策について、さまざまな角度で検討し、その結果が同  

検討会報告書（平成21年3月10日付厚生労働省医薬食品局血液対策課「献血推進のあり方に関する検討会報告書」）として提言された。   

同検討会報告書には、社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策並びに採血基準の見直しに関する方策等が以下の項目別に示され  

ている。   

■二社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策   

（1）高校生献血のあり方   

（2）学校教育における啓発   

（3）献血環境のあり方   

（4）メディア等を活用した広報戦略のあり方   

（5）低比重者などへの対応   

（6）200mL献血の今後のあり方   

■採血基準の見直し   

（1）400mL全血献血採血基準の下限年齢の見直しについて   

（2）血小板成分献血採血基準の上限年齢の見直しについて   

（3）採血基準項目における「血液比重又は血色素ijについて   

（4）「年間総採血量、採血回数、採血間偏」及び「男性の血色素量最低値」について  

これらの提言を受け、今後、国、地方公共団体及び日本赤十字社が具体的にどのように事業を進めていくかについて、短期的に実施可能なも  

の、中長期的に対応することが必要なものに分類・整理し、明確な目標を定めた行動計画が作成された。今回、新採血基準移行への準備として、  

日本赤十字社が既に取り組んでいる事項並びに今後取り組んでいく予定である事項について、行動計画一覧に記載されている具体的事項別に  

その進捗状況を報告する。   
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β康彦十字社血潮  

1．採血時におけるリスクとその対応策を事前にわかりやすく情報提供（HP、印刷物、献血現場の表示等）  

（1）事前説明  

ア初回献血者向け事前説明用DVDの作製  

て 

内  容   
内容としては、初回献血者向けに献血の手順や献血後の過ごし方等、献血前の事前   

運用開始時期  採血基準変更時期   

いただくことにより、初回献血者が  

説明に重点を置いたものとする。  

イ ホームページの改修  

容   献血の意義及び感謝並びに献血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等  
内  

を、事前に献血者へ情報提供する。   

運用開始時期  平成21年度末  

20†仇〃3．〃  

βネ扉十手＃虚威事榊  

（2）献血会場入口  

ア 匡l定施設における映像配信システム（デジタルサイネージシステム）  

（導入例）  

〔岡山県赤十字血液センター 表町出張所〕  〔秋田県赤十字血液センター 御所野出張所〕  

（提供情報例）  

（訂献血基準  

②献血の手順  

③受付時に配布している「お願い」情報  

（献血前・献血時・献血後 等）  

④欧州等滞在歴の献血制限情報  

（動輪血用血液製剤の在庫情報  

⑥献血推進に係る広報（CM素材）  

⑦献血推進キャンペーン情報  

⑧血液の知識   
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β．真顔十字＃虚腐事業本靡  

イ タペストリーの作製  

献血の意義及び感謝等を明示したタペストリーを全献血会場入口に掲示し、献血者へ「献血の目的jの意識付けを行うこ  
内  容     とにより’、献血の啓発を行う。   
運用開始時期  平成21年度末   

（イメージ国）  

20†¢．03．††  

β．本赤十字社政彦事業本励  

（3）受付   

ア 初回献血者向け映像等の作製（移動採血の再生機器整備及び問診タッチパネルの改修）  

内  
初回詳血者に対して、献血後の過ごし方等の注意事項を動画等で提供することにより、採血副作用の防止のための注  

容     意喚起を行う。献血者は、移動採血は再生機器で視聴、固定施設は問診タッチパネルで視聴する。   
運用開始時期  採血基準変更時期   

（当初イメージ図）  

（新規）  

♯血は  

1．  初めてですか？再来ですか？  

（新規）  

獣血が終わった後1ま3く扮阻   

3．  座って休んでください。  

．［：：垂亘コ【≡≡至≡］  

l   ′  
（新規）  

≠血牡の利伸用（気分が兼くなる讐）の  

手駒のため、♯血蜘＝水分（スポーツド  
2．リンク響）を♯給してください．   

ト瑚転」トや郵  

‥‾1ji   
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β本赤十字社血潮  

（改訂イメージ固）   

問診タッチパネルの選択を「理解できた」と「説明を希望」とし、「説明を希望」の場合は、不明なことや不安と感じる部分について、担当職   

良からの説明はもとより、検診医師による柔軟な対応を図ることによって、初回献血者の不安を和らげる。また、初回献血者用のり一フ   

レツトを作製し事前配布する（不安が残る等の理由により献血しなかった方も対象とし、お持ち帰りいただく）。  

8．  （新規）  

献血ははじめてですか9   
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等）を縮給してください。  

作用（気分が悪くなる等）  

［垂≡∃［  

l（新規，   e   二L三  

休んでください  終わった後は30分間、      ⊂亘；コ  全血献血（仙t              成分献血（血簗．  
新規画面はa．～C．のイメージを  

含めて101雪面（新規）を予定  

20す仇¢3．〃  

β着床十手た血潮  

イ 血液事業統一システムの改修  

内  容  改訂された採血基準に適合したシステムとする。   

採血基準変更時期  

運用開始時期     （12頁．r●’問診票改訂・採血基準の見直しカに係る血液事案統一システムの改修作業日程（予定）」参照）   
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β．茶房十手払棚  

（4）事前検査   

ア 採血基準を血色素主に統一  

欧米では、硫酸銅比重液を採血基準の判定に用いている国は少なく、判定結果の客観性向上のためにも血色素（ヘモグロビ  

ン）による判定統一する方向で検討する。】現在、国内で使用できる簡易型ヘモグロビン測定装置は1機種のみであるが、危  

機管理上の面から2棲種以上の機矧こついて評価、追加導入を検討している。なお、すでに全国37の血液センターで簡易ヘ  

モグロビン装置による血色素判定に移行しており、今後、硫酸銅比重液の使用量の低下により、メーカーの生産中止が予想さ  

れることから、血色素判定に統一する。  

内  容  

運用開始時期  採血基準変更時期  

イ 血小板採血基準の見直しについて  

内  
血小板成分採血の上限年齢を男性に限り69歳まで引き上げる。  

容     ▲60歳から65歳に達した日の前日までの間に献血歴のあるドナー   

運用開始時期  採血基準変更時期   

（献血者の安全と健康状態の判断に関する項目）  

（1）血庄、脈拍測定   

献血前検査として実施しており、日本赤十字社の内部基準として、最高血圧180mmH9、最低血圧100mmHg以上  

の場合の献血者については、検診医師が判断する。  

（2）心電図検査   

（D40歳以上になって最初の成分献血（血小板及び血叛）に実施している。  

（1年以内に健康診断等で心電図検査を実施している場合を含む）  

②40歳以上の成分献血者（血小板及び血焚）は年1回の心電図検査を実施している。  

1年以内の実施日と心電図についてのコメントを引き継いでいる。  
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庁本赤十字＃血潮  

1 

塞  

（3）心臓に関する質問事項を確認し、成分採血に支障ないか判断している。   

①健康診断などで異常を指摘されたことがある。   

②胸部とくに心鰍こ痛みや圧迫を感じたことがある。   

③脈が不規則に打つことがある。   

④時々動悸がする。   

（9坂道や階段の昇降に他の人より早く息切れすることがある。．  

（4）尿検査   

検診医が必要と判断した場合には、試験紙により蛋白・糖の有無を検査している。  

（5）腎腺病、尿に関する質問事項を確認し成分採血に支障ないか判断している。   

①いつも喉が渇いている、尿量が少ない。   

②糖尿病、腎臓病に経ったことがある。   

③家族の中に畿尿病の人がいる。   

④健康診断などで異常を指摘されたことがある。  

（6）グリコアルブミン   

過去3回分の検査結果の値を参考に献血に支障がないか判断している。  

（7）総コレステロール   

過去3回分の検査結果を参考にしている。  

（8）出血凝固に関する症状の有無に確認している。  

］高脂血症   

ー：コ  
零下  
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庁本扉十手＃血腐手榊  

2．採血後十分に休憩できる環境整備  

ア 献血ルーム等における献血後休憩スペースの拡張等  

献血ルーム等の固定施設において、施設面構、献血者数及び改装計画等の調査を行い、実態を把握する。  

社内の施設基準検討プロジェクトにおいて、採血量・待合スペース等の標準レイアウトの検討等を実施し、施設の平準化  

を図リガイドラインを策定する。また、設計に関する専門家（外部コンサルタント）の意見も反映する。  

献血バスについては、機能の充実を図るための変更（車両改造）及び他の車両（接遇車両等）・設備等について検討を行  

う。  

内  容  

運用開始時期  平成22年度  

（平成21年度以降の環境整備の実例）  

〔akiba：F献血ルーム〕  〔献血ルーム吉祥寺タキオン〕  
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βネ房十字＃血疲事業本靡  

3．採血後の献血者の安全確保にあたる者の確保  

内  
学校献血会場等において、血液センター退職者等の献血受入経験者や学生ボランティアにより、献血者の安全確保及び  

容  
献血に関する説明等を行う。   

運用開始時期  平成22年度   
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βメ赤十字社血湘  

”問診票改訂・採血基準の見直しけに係る血液事業統一システムの改修作業日程（予定）  

作義内容  
作集期硫  平成22年  平成23年  

開始  ♯丁  柄間  1月  2月  3月   4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月 11月 12月  1月  2月 ．3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月   

葉書舶対応  10月1／31  4．0力月  

ゝJ‘ト・1  09巾9〃7  

辞す期間（受入拭簑）  1【M）1伽   

！  

受入承諾  2010／1月   
憂 ‖  

箋  

R■■・隷▲暮攣R■＃応  11月y3†  14．0カ月   

事件定■作暮 準疇  
契約作■（決裁事）  09／12／20  

契約  10月1／貰）   

前提条件12月中に事件定丘を   

開発職由  10の1／20  

欝価糊痢（受入試験）  11の2佗1  

受入承認  11尺㍍1   

1脚1  11廠椚1  18．0カ月   掴攣対応をt先  
鼠血主事対応  

準錯   
事件走暮作霊  醐／10  

契約作義（決裁等） 1肺1几H  

契杓  10の1／31   

前捜条禅12月中に響件定■を    完了   

開発岬帆  10伽1  

絆す期間（受入甜）  1nⅦ8月1  

貴人承鎗  1㈹／16   

間鯵景改訂対応  
前提条件採血基準対応の開発完7までた契約作手を完丁  

開発期欄  1昭ハ6  

野鶴期間（受入乱験）  11価ハ6  

受入承認  11／07／16   

▲英国滞在匿の献血制限緩和対応完了後に当該案件に着手  
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